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あ
す

日」量.

末

期

が
ん
患者
ら
を
自

宅
で
看

取

る
「
在

宅
ホ
ス
ピ

ス

」

に
取
り
組
み、
9
月
釘
日
に
胃
が
ん
で
亡
く
な
っ
た
医
師1

υ一
岡
部
健
さ
ん
(
享
年
位
歳)
の
法
人
葬
が
叩
目、
仙
台
市
内、

恥
一

で
執
り

行わ
れ
る。
現
場
に
根
ざ
し
た
死
生
学
研
究
を
行
い、

直
一

震
災
後、

東
北
大
の
研
究
者
や
僧
侶
ら
と
と
も
に、

被

災者

河
一

を

精

神

面

で

ケ

ア

す

る

「

心

の

相

談

室

」

の

運

営に

も携

わ

月一
っ
た。
亡
くな
る
人
を
心
身両
面で
支
えた
生
涯
だっ
た。

ー一
東
北
大
医
学
部
出
身
の岡
部一
ら
過ご
し、
家
族に
看
取
ら
れ

型
さ
ん
は
1
9
9
5
年
ご
ろ、

末一
た。

こ
の
経
験
で、

延
命
ば
か

似一
期
がん
の
女
性(
当
時
出
歳)一
り
を
重
視
す
る
医
療
に
疑問
を

什

一

を

担

当

し

た

こ

と

が

転

機

に

な

一

覚

え

、

例

年

に

県

立

がん

セ

ン

ρ-
一

っ
た。

女

性は、

治
る
見
込
み
一

タl
を
退
職
し~

名取
市
内
に

川一
が
ない
こ
と
を
知
ると
退
院を一
「
阿部
医
院」
を
聞い
た。

れぞ

希

望

し

、

残

さ

れ

た

日

々

を

自

一

当

時

、

在

宅

ホ

ス

ピ

ス

は珍

T

一
宅
で
子
ど
も
の
声を
聞
き
な
が一
し
く、
試
行
錯
誤で、
がん
の

痛
み
を
と
る「
在宅
緩
和
ケア」

の
モ
デ
ル
を
作
っ
た。

仙
台、

福
島
両
市
に
も
診
療
所
を
設

け、
が
ん
患
者

だ
け
で
2
3
0

0
人

以

上

を
看
取

っ
た。

岡
部

さ
ん
の
活動を
ロ年間支
えた

看
護
師、

内
海
純
子
さ
ん(
位)

は
「
診
療
そ
っ
ち
の
け
で
患
者

と
お
し
ゃ
べ
り
す
る
ん
で
す。
一
2
2
・
3
8
1
・
1
2
3
6〕

円

雑
学
が
好
き
で、

話
題
の
尽
き一
に
よ
る
法
人
葬
は
刊
日
午
後
1

お

な
い
人
で
し
た」

と
偲
ぶ。

一
時
か
ら、

仙
台
市
青
葉
区
木
町一

2
0
1
0
年、

胃
が
ん
が
見
一
通
の
仙

台葬

儀会館
斎
苑
別
館一
年

っ
か
り、

手
術
後
に
再
発、

自一
で
行
わ
れ
る。

ま
た、

同
日
午一
J

宅
で
家
族
に
固
ま
れ
た
最
期
だ一

後
1
時
半
か
ら、

同
区
川
内
の一
什

っ
た。

親
交
が
あ
っ
た
作
家
の一
東
北
大
川
内
萩
ホ
l
ル
で
追
悼一
吋

柳
田
邦
男
さ
ん
〔
明)
は
「
地
道一

緊
急
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
催
さ一
爪

な
取
り
組み
で~
先
駆
的
な
活一
れ、
岡
部さ
ん
を
取
材し
た
ノ一
γ

動
を
根
付
か
せ
た。
こ
れ
か
ら一
ンフィ
ク
ショ
ン
ラ
イタ
ー
奥一屯

の
終
末
期
医
療
の
あ
り
方
を
身一
野
修
司さ
ん
ら
が
語
る。
聞い

を
もっ
て
示した」
と
話
す。一
合
わせ
は心
の
相談室
の
桜井

阿
部
さ
ん
が
理
事
長を
務
め一
恭
仁
理
事(
0
8
0・
2
8
2

た
医
療
法
人
「
爽
秋
会」
\
(
0~
0
・
2
0
9
9)
ヘ
。

、

い

と

ゆゅ

の

鱗…

γ

;

の

ふ

川

務

総

警

ケ

ア

ノ

ト

ド

隈

福

島

県

の

中

で

も

、

い

わ

き

市

汐

は

東

日

本

大

震

災

と

東

京

電

力

福

J

二

一一一
重

の
被

害を
受

け
た。
す
み
か
グ

を
追
われ、
仮設
住宅
や
借り上
自

岡

部

健

さ

ん

法

人

葬

在

宅

ホ

ス

ピ

ス

に

尽

力

どもクリニ
ッ
ク
を開業。
日本小児
科学
会専

門陸。
県小児
科医会
副会長。

インタビュ
ーに答える岡部さん(5月四

日、
仙台市青葉区で)
日飯島啓太撮影

(福島県いわき市)

ワ

ク

チ

ン

小
児
科
医と
し
て日々
、
診
療
ないο
ー
、

震災

前

と

比

べ

波

被

て
患
者
数
の
増
加
を
感
じ
て
い
一不
区域の

る。

そ
れ
は
内
科
や
歯
科、

整
形

で
あ
れ
ば

外
科
な
ど
で
も
同
様と
聞い
て
お
チン
の
接

うにつ
れて心
配
なの
は
感染症
く、
医
療
た

び

イ

ン

フ

ル

エ

軽

減

に

つ

ン
ザ患
者
が発
生すれば、
仮
設
制
度を
積

住

宅

な

ど

の

人

口

密

集

地

区

は

一

い

。

気
に
感
染
が
拡
大
す
る。

そ
う
な

ま
た、




